
検査員の現場報告2

早朝に全停電発生!!
古川事業所 武田 博道

構内第一柱の避雷器が鳥のふんにより汚損して、
全停電事故が発生した事例をご紹介します。

〔状況〕
９月下旬の早朝、電気事故受付センターから構内

第一柱の高圧気中開閉器が開放し全停電していると
の連絡を受け出動しました。常駐しているお客さま
管理担当者さまと連絡を取ったところ、「また停電
しています」と不安の声でした。以前、高圧ケーブ
ルの人為的な損傷による停電事故があったお客さま
でしたので、またケーブル損傷ではないかと思い２
名で出動しました。

〔調査〕
午前８時50分頃に現地に到着し、安全措置後、構

内第一柱から調査を開始しました。高圧気中開閉器
の指針は「切」、地絡継電器の地絡動作表示を確認
しました。

調査の結果、高圧気中開閉器から高圧ケーブル間
の絶縁低下を確認したため、さらに柱上にて高圧機
器を切り分けして調査する必要がありました。地上
からの目視点検時には異常箇所は発見できず、電気
工事店を手配し高圧ケーブル端末接続部の切り分け
作業を実施しました。調査の結果、高圧ケーブル自
体には異常はありませんでした。

高所作業車は現場作業中により手配がつかないと
のことで、残る柱上に設置されている高圧機器の調
査には、午後から東北電力ネットワーク古川電力セ
ンターのご協力をいただくこととしました。高所作業
車による柱上からの目視点検の結果、柱上の避雷器
に鳥のふんが大量に付着しているのを確認しました。

〔原因〕
原因は、避雷器が鳥のふんにより汚損していたと

ころに朝露が付着して湿潤したため、絶縁低下し地
絡事故へ至ったものでした。

〔復旧〕
高圧気中開閉器、電力計器用変成器（ＶＣＴ）、

避雷器それぞれを切り分けして調査を行った結果、
避雷器の絶縁低下が確認されました。

避雷器のカットアウトスイッチを開放し、切り分
けしたすべての高圧接続点を復旧、絶縁抵抗測定の
結果、異常の無いことを確認し夕方に受電しました。

後日、早朝にあらためて全停電による避雷器清掃

作業を行いました。作業前の絶縁抵抗値は６メグ
オームでしたが、清掃後は300メグオームまで回復
し、碍子表面もきれいになり絶縁性能も回復しまし
た。併せて、腕金に鳥が留まらないよう、ロックタ
イ（結束バンド）による対策を施しました。

〔お客さまの声〕
今季冬に構内第一柱移設、高圧気中開閉器交換工

事を計画しているため、緊急機器交換もなく早期復
旧されたことに安堵されており、感謝のお言葉をい
ただきました。

〔まとめ〕
電気工事店によると、避雷器やピン碍子など、塩害

や鳥ふん等の汚損による停電事故は、配電線でも確認・
復旧対応される事象であるとのことでした。お客さま
構内設備の避雷器は、高圧気中開閉器の内部へ避雷器
が内蔵されている機種（ＬＡ内蔵型ＰＡＳ）が広く普
及しているため、外付けの避雷器は数少なくなってき
ています。

また、お客さまによると、お客さま施設の付近は河
川堤防と田園が広がり、カラスなどの鳥類が多く生息
しているとのことでした。受変電設備の停電事故事由
はさまざまですが、鳥獣接触による停電事故も少なく
ありません。構内電線へのつた、カラス営巣、樹木接
触や強風によるビニール異物付着等、異常が見られた
場合は当協会へご連絡をお願いいたします。
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